
「すべての人が生きやすい社会をつくる」 

政策講座 第８回 

2月 9日（土） 

性暴力被害など 

困難を抱えた女性たち 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

●戒能民江さん （お茶の水女子大学名誉教授）  

・DV防止とこれからの被害当事者支援/ミネルヴァ書房 

・危機をのりこえる女たち: DV法 10年、支援の新地平へ/信山社 

 

●横田千代子さん （婦人保護施設いずみ寮施設長） 

婦人保護施設とは 

家庭環境の破綻や生活の困窮など、様々な事情により社会生活を営むうえで困難な問題を

抱えている女性を保護の対象としている施設。 DV法により、DV被害者の保護も実施。 

 

🌀 午後６時～９時 

🌀 会場 文京区民センター ３-C会議室 

🌀 参加費：１０００円（学生は５００円） 

 

お申し込み https://kokucheese.com/event/index/552749/ 
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平成20年度調査 (1,675人)

平成23年度調査 (1,751人)

今回調査 (1,811人)

異性から無理やりに性交された経験（女性のみ時系列比較）

１回あった ２回以上あった まったくない 無回答

男女間における暴力に関する調査報告書(平成 27年 3月)内閣府男女共同参画局 を参考作成 

女性の約 15人に１人は異性から無理やりに性交された経験がある 

「すべての人が生きやすい社会」にするには、政策決定に女性やマイノリティを増やすことです。 

性暴力の被害者は、どうやったら生きやすくなるのでしょうか。 

問われているのは、社会の「偏見」でもあります。 

被害当事者に寄り添ってきた、横田千代子さんと、 

DV法等女性に対する法制度の第一人者戒能民江さんが、 

「被害女性に優しい地方自治」について熱く語ります。対談とグループワークです。 

 

https://kokucheese.com/event/index/552749/

